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研 究

母親の子どもに対する事故防止意識と

生後 l歳6か月までの事故発生への影響

乳児期にチェックリストを配布した母親と未配トイ打者における比較ー

減 耕干" 渡辺鈴TZ1

[酋文要旨]

生後4会川勝にチェックリストの介入を行い よれが l鎌 6か月児をもっ時現針454名のlJI!文防止窓

畿や子どもの事故発生にどのように影署するのかを知る目的P測査を実施した.チ品 γクリストの介入

に関わらず何らかの事敵lif~ :l捌の者に発牛していた。チェックリストで介入したおは 事故発生に

関わる一般知織や誤飲防止の意織は米介入の者より高かった.介入のu俸に関わらず?母観の事故防止
定通が低い場合に.l'務. ~;飲を先生する傾向があっ 1':' 0 4~飲発4 に関速しん項目は大半が生後 4 か n

時のチェックリス Hーも繋がっていた.

ずユツクリストの介入には 乳児附・ら幼児期初期にかけで発ヰ tz， 4~散を千防する母視の，i(l'illに効

果があり 低い省解散防!~. ，i(lil をもっ.r，" 1まlJI伎を発生した ζ とから 仰視の明故防止皮を伺!り 幼児期初

期の事故リスクを把借することが可能になるとa考えた.

Key words : ii号線，司慎蝕防止:1:..事故発生，生後4か月，生後t歳 6fl' ij，チェックリスト

I はじめに

不慮の事故"札幼児聞の死聞の上院を占め

る。先進同と比較しても事般による死亡率は高

い。このような段状に対 l.'健やか貌T-21J

は2111ト紀で金l事I的に幕放を半減させる目標を剥

げているυFどもの、事故は琵遣に伴い起こり
やすいパタ ノを持ち。イt効な予防法等がある

こと 事故防止には傑役者の貰証があ句環境整

備，安全稲院が重要であると報告されている~

最近事故防止のためのチェックリスト (JH

リスト)が健w;の場で利用されへ 調脊を実線

LたN市でも 平成)5年度から 4ヵ月児健監の

案内時i二事故防止リストの送付を始めた。リス

トの効果については保護者の4分の 3が起め

る‘ 一方で 生後 4か月時に宮:飲防止パノヲ

レットを配布された対象i立候後 1J夜6か月町時
慌で記憶していた者1<3制しかおらrへ リス
ト等円有効性について議誌は分かれている。

このようにチどもの事故に間合る母親の意後

調査はとりかかりの段階にあるカが へ 事者は

生後 1 成 6 か月までに主婆~ d~祉の転治。 rt飲

呼を桂験Lた母親のlJI故防止意2伎が畦い‘と報
告した。事故防止介入の機会は母親の<1'散防止
IE織を把催できると同時に. lJ~散発生リスクの

指傑と Lて活川できることを禽わせるa今11-'1は

乳児をもっ母親にリストを配布L 生後 i旋

6か月の時tまで事放の発生や】匹敵のー般的知
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誠事故防止意織にどのように彫響するかを翻

べる固

E 対象と方法

1 調査対愈

対象はK市の l.il6ヵ月児憶員会対象者454名

である。4ヵ月児健酷の陪にリストを配布した

471れのうち 平成17年 3fJ-5丹町 l歳 6か

月児健器時の調査に"'!iiした144名のうら50名

(イj効回符34.7%)を介入群p 平成16年 1月~

3月の i歳 6か月児健診受診者498名のうち調

査に承諾した401名 {有効同笹R1.1%)を未介

入群とした。4ゅ月時のリス iの利川について

は 宜容にて対象苫に附びかけた。

2 調査方途および内密

調脊依頼の主将および無記名式の質問紙 「子

どもの事故防止に問する調査」を 健障の案内

時に郵送L，回答Lた質問紙は健診場で阿収し

た。 介入群米介入群とも事故の珪~と内容

事故に関わるー般的な知後!日常的事故防止亜

織，事欲情報の入手や従え方 (事政情報入手の

矧肱や入手先専門峻の問わり 希望する ZJ~散

防止の場)について把邸Lた。幕放肋l上意識はp

既存の安全チェックンートM やリストを参考

に。研究者が発達段聞に対応させた項目 (袋1) 

により調査した巴具体的には 家騒で事故円即

閃となる内蒋 {ハサミ カミソリ )，子どもが

無意織に扱い'1'散を招く内在 (豆。品。ストー
プ。クロス等上環境(宜.問段。冷笠。車等)，

保曲者の行動 (日を厳す 予をつな〈等)の24

!Ií口で情成 L ている。 各事故~)jJト!lí Rの内脊は

凶中のチェアクリストIn':を参考lニL.'1'飲
般5!liR，転務6.<!in，誤飲9虞H。やけど3
項目 究通‘:J~飲 1 項目とした。

3 分析方法

介入群1 米介入群における事故発牛のイI無，

!J~故の内容事故に間わる 般的な知鍛i 事故

防止明日の同嘗および事故発中との聞速を X ~

織定 (または Fislト"の直後倍率法)にて分析

L た。

このとさ4'故防止項目は!先ず各耳目日をJtiJ笹
L た得点が1/';も意識がよい 3.8 ゃ2解散のL~同に

小川保健研究

ならない4点であった者を除さ 1内または2

点の割合が2割以上であるときに事故防止章設

が低い項目としてカウン卜した。事故防止意訟

と事政発生との関連については 代後的な事散

として転落誤飲ぞけど交通事放との岡

遂を分析Lた。

'1'散防止宜訟は各項目の意識が高いほど悶得
点と L1表1)，合引を 100点満点で聾計した。
そして，!t.依防止攻i~の総紳点は Mann

¥¥'hilne-y検定を行い，比較Lた回

すべての分析には 統計パフケージS円R

11.5Jを矧いた。

4 倫理的配a
謝翌年依頼の文轡にて研究の趣旨を提Z、L 調

査への協力は任意黛記名守あること 統計的

に同容を処理し 対象者には不利益を被らない

ことを説明した。場人鮮の 1歳 6か月児健診の

調食の承諾は 2段階に分け実施した.4か月児

健鯵時に湖斉依頼の文併を送付し連絡先の記入

を求め， 1 í夜 6 治月 l~健器時に再度調査依頼の

文科を送付L 回答が19られた時点で調査に同
意したとみ会した。

5 チェックリストとその介入方記長

4か月時に配布Lたリスト円槍伎は，本調査

のU常の‘:1'故防止~i~ 1表けから事I目2.3. 
5， 9. 16，げ。 22を除き。 Iベビーベ y ド円相暗

をよげるj，'チどもを抱くときの安全を砿dす

る」の演日を追加Lた19項目である.，調査依頼

の際に自己記入と配布後の自由な活用を世し

た。

E 結果

1 事敏の発生'"とその内容

事故は全対象的 3ち1051;(25.2%)に先生

しており !liiJにみても介入鮮で発生Lた者は

16名 134.0%)。未量生は:i1名 166.0%)。未介
入群で珪生Lた者1189名124.1%)未発生は280

l; 175.9%)と革がなかった (X2検定 p~ 

0.14)0 

1fI放の内容 (婆2)は転落 114.5%)，やけ

ど 15.9%) 毘飲 14.6%)が多く 交通事低

(0.49も)等は少なかった。群jiJにみて 各事故
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U 自 翁

とがありま唱か. いいえ 3 時今 2 IよL

るようなものを世〈
いいえ 3 時々 2 ".も 1 台'

ていますか。 i止L・ 1 時.2 いいえ 1 階段なし

幅かめていますか. i立』、 1 時.2 いいえ l

ものを使IsしてL、ま
はい 3 叫.2 いいえ 1

ズ.硬!t.おもちゃ .'.、ぇ 3 時々 2 "，、

，などをお子さまの千
はい 3 時.2 』、L、λ. ， 

いますかa

'の危険な鞠をお下さ
Iよ.' 3 且~.. 守 Z いいλl

にLていますか.

， ，百匹』・..ι，，，、， -

4 

はい 3'時々 2 いいえ l

，， '附 lffさまのいるとこ刊タパコ刊 3人がいます |いいえ 3 時々 2
"。

はい 3 It.yφ ， いいえ l

iよも、 l 

12 鋭敏I"!さまの，.の胤〈耐に'"闘を健かないようにして
・ますか

いいえ 3 時々 2 "、、

-←一一
13 

+ 
1.~いもの {鍋やポット I 飲食絢} はお子，まの手の
尉〈所に

扇風機。

がありま

テープル

;慨かないようにしてい占すか
はい 3

1

時々 2 " 
ストープの近〈にお fきょを寝かせるニと

いいえ 3 時キ 2 " すか。

クU;l.f使用していJ唱か。 』叫・え 3 時""2 rh 

がひとりでililHに入ることはあ句ますか。 いいえ 3 時..， Iよも

をためたままに Lてお〈ことはあり 2す 、え 3
時々 2 はい

そうなものを針けないようにしでい正す
".、 3 I It~，.，. 2 いいえ l

さまtこ子どもの世論を断むことがあります
いいえ 3 時.， 

" ぃ
上の

事故が起こったと占的建値世路について " 
ますか，

3 時キ E も

配区内に常惜していますか。 ".、 3 も

" {.きまと手をつないで捗いていますか Ih' 3 時々 z

~L 4 " 

」のお子
19 般 a胃、

"-0 
fなし 1

日明から
身えてL

，. -1受

• . Iや"
川ど

22 転自体

交通
23 
.鍍

in火1鳴を

事にチャイルドン トを使'"していますか. はい 3 時々 2 4
 
iw e
 

わ健車

lli--ιill-
44ん内

1

、、
IL 
』

屋外では

24 -ti: 恥J-J. -(.~t竺竺三里れることがあります" . Iいいえ 3 時々 2 巴ι-'.l作わない 4
A学のJ.tiH'1ド';-1よ生後4か月時のチヱソクリストの410として拘貧された
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の鎗生事にも聾がみられなかった(紙務のみ

x.検定他Fisherの直後備準法にで転1&1'=
0.92 眼飲p 0.34 やけどp司 0.23，交通事

故p=0.61)a

2 ・a貨に関わる 般的な知麟
乳幼児期に起ζる不慮的事故について r一般

に納先に比べて事故の琵生率が向、vと止l.(
同容Lた苫は童体で147色 (32.4%)， r綱試の

究生率が併飲よりも高いJまたはFわからない」

282包(62.1%)。無問答品名 (5.5%1であった.

止し〈凶答Lた者は介入鮮が未介入解より多か

った(表3. p<O.OI)。

3. .披防止窓際が低い項目について

1fI政肋If.意泌が低い苫が多かった項目をみる

とご"<世般転ゐ誤飲防止についてであっ

た。介入の仇異に醐わらず泰紋ー般に関わる

明白の80- 1 00% 転落誤飲防止の~I 日のう

ち拍~叩%を内めていた (費41.

間止iする羽目 11 転落について介入!+'目を

褒2 :~伎の内管 (限2皮肉答)

袋内l主人数 1%)

金体 介入縛 米介入郡

+<i込 66(14.5) 9118.01 5704.11 

やけど 2;( 5.91 高112.0) 21 ( 5.21 

骸飲 21( .1.6) 3( 6.0) l自(4.5) 

術息 I 41日 ) I{2.0O} } 。:H0.71 
耐水 I(札2) l( 2. ( 0.0) 

交泊'1<紘 2( O.~) 。(0ρ0}} l 2t{( O咽"
他 12( 2ι) l{ 2.0) ll( 2.7) 

量炉U;. 3( Q.7) Q{ 0.0) 3( 0.7) 

g・3 '1<般に関わる 般的な知a
j庭内"人敏 (%)

r病'.'に比べて事 「術%の先生中が
般の完全金本が商事故日も跡勺
い" I 'わのら会い」

32(6.1.0) 18(36.0) 

115(30.3) 一-X検定 ，，<0.01 

ZG1(G9.7) 

鰐Iimll"T除〈

小児保健研究

援す".'階段に慣をするJ.'屋外でチど6のす
をつなく J.求介入務 'Rを鯵す".階段に網"
をする」であり 眠飲については向鮮と b'小

さなものぜ遊ぶJ.'タパヨを吸-)J， I i昌三民に水
を貯める」であ今た。 ~項目の生後 4 か何時の

リストへは.lJ<紘一鮫に附わる内容はすべて剣

寂されており 転泌胆飲の明日は泌総された

ものとそうでないものがあった.

4 ・鎗防止.・の介λ有鋸によるIt・R

褒 3 の~Itlの合計内は白介入群81.6.e:，米介

入群は曲叫』であり 両酔に差はなかった(図

1. ¥>=0.25)" -Ji 各朝日をみると介入群は

未介入酔に比べ. .Il~債の商い替は「物品の菅生

世を確かめるJ.「小さなもので遊ぶJ. '燕や洗

剤を置かな L 勺，灰皿を置かないJ の~llj で多

( ，殺虫剤をt¥てるJ的項目で少なかった(褒

51. 

「物品的安令性を確かめるJ 以外Ij~飲防止

に問わるmllであった。今回.介入群と永介入

群で量破に韮のみられた項目は 入学が4ヵ月

時のリストにも尚載されていた。

褒4 '11脳出止惣組がIIh明日政

11内のot7はm日誌とカァゴリ 別桐合 (%)
カナプリー 介入解 l本介入n
{羽目敏 (%) (%) 

T 
'111主一般に綱わる税H 51 “曲 0) 5(1∞0) 

一*"11>に関わる項M

2異飲に附わる羽H

同 3{5O.0)I 2( 33.3) 

911 3(33.3) '3( 33.3) 

【'.
点
) 

" 
~ 

河

開

“ 

• 
ーー.れ.恒..・〈M.1nn-Wlli川町y機raL

p-O.2S 

介入鯵45t， 来介入僻:四字l
異例符借金除〈

図 I IJI/I<防止車種得♂ {全貌U)
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霊安5 1)l紘防止怠織の介入布無による比終(偽~Im

カテゴリー ~i " 
章雌のn腔(商い方がr>J) ， '検定

'1'赦‘取に関わる.1J01 「物晶の安全牲を確かめる」 介入鮮〉米介入縛 p<O.1O 

『小さなもので避ぶこと」 介入酔〉未介入群 "，<0.05 

''fゃtti'flJt置かな』‘」
鋲飲に附わる項目

介入醇〉米介入酔 1"<0.01 

'0虫剤費捨てる』 介入鮮〈島介入酔 1"<0.01 

'!l(皿を置かな，" 介入醇〉庇介入群 "，<0.10 

太平の<11"は生後4ヵ門時のチェックリストの項目にも制裁 無阿符J月を除〈

5 ・a食防止筆陣と彰敏発生との関温
介入酔と未介入群各々で?事故防止立織と ZJ~

&，発生の附連をみた(褒61。

1) 介入訴

事故発生と間連のあった事故防止章織は24J1(

Mのうち G つ (25 . 0% ) であった。 どの方i~

も'11故防止君抽の棋院が低いほど'11散が軸生し

ている割合1;高かった。'1'放置生と開通があっ
た6噴阿のうち，転帯は 4つ (66.6%)，誤飲

は1つ 116.7%1 やけどは 1つ 116.7%1，主

通司匹敵はo10.U%1であった。また，生後4カ
月時のリストにも描織されていたのは 4羽田

166.6%)であった。

21 釆介入務

事散発生と間違のあった事故防止E織は24項
目のっち4つ 116.7%)であった。どのlli目も

事故防止意識の桜度が怯いほど事故が艶生して

いる割合は高かった。事散発生と間違があった

4項目のっち転務が2つ(回 U%上誤飲は

2つ 150.0%)。やけどはo10 . 0% ) ，空通!I~

散o10.0%)であった。

ν 考 111 

今悶 N巾の母子保健"耐!のー環の子どもの

事故防d対策として 健官舎によるリスト配布に

より事散防止への効~を母親の意織から確認し

た. ，か1I兇をもっ付税にリストを配布し l 

後6か月町時山で事散の措4や事故のー般的知

検事故防止空機にどのよヴに器密するかを訓

ぺた。

その給処 理t飲発生そのものに対しではリス

トの彫響はみられなかった。先行研究"では生

妻賢6 ，字別にみた尊'I!I.励止電磁と事故発生との閥迎

介入の心.揖 事故防止の内容 項 II ，~!生徒生 ， '棋史

4111<舷 「物品の安全性豊確かめるJ "務 pく仏10

事f飲紋 「予どもを置いて車から雌れることJ 転務 ，<0‘05 

1JCf.停 「情{-!~安定のあるものを使附する』
介入僻

転?帯 1"<0.01 

転篠 「屋外では子どもと予をつなぐ」 ..務 p<O.1O 

誤飲 「小さなもので遊ぶこと」 ~欽 p<0.05 

やけど 「ストーブの近くに子ども聖書かせること」 やけど p<0.05 

転務 『子どもを寝かせて自在離すこと」 +まF客 p<0.05 

転落 「テープルクロスを使用すること」 転落 p<O.1O 
4と介入昨

保欽 「柑虫剤世情τる」 誤飲 p<0.05 

誤飲 「子どもが前哨に入ると」 ::;飲 p<0.05 

太~の項目は生後 4 か fI 時のチ..L 'Jクリストのm日にも術報 無問答~.を除〈
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後6か月時にリスト円満i!.Itìと I~a産相場を行った
対象と L， 1Jf.ltl':I、配布昔と比べ事批琵生56t

が抵ドLていた旬今同町介入では健詰あるいは
その胎~ill で鋼別指糟念行っていない点が先行餅

究と異なっており 事散防止の幼*のJj祭はー

慨には暖Lいが。介入方法として事散防止にR

ほす幼県が弱かった可能件を考える"-)jで

対象の事故に闘する一般的な知複をもっ者I!未

介入酵の3割に比べて介入騰では6桐と高かっ

守.九。

事故防止~，織が畦いJIl n に関しては介入俳句

米介入鮮とも共通して 市似防止のための基本

的な 4レがけについて， It 1<的な子どもの壌放で

ある転f，';， ~!欽いついて意織が眠下 vrいた。

また転落や飢欽の防止に聞Lては 4か月時に

はなくても 1椛6か月時いは必賓とされる項B

も低下Lていた"muの内在から 了どもから
目を厳すなどの侃活苦的意溢而や 子どもに聞

わる生活や遊ぴの繍境についての攻目の産自民が

低かった.路軍呂町E織にロを[i'lけるニとによ

り，育児生活上の'1<令行動と憲司農の持ら古につ

いて指噂するニとができると与える.

次に両隣で胃11飲助 Jc意織を比駁した鉱易~. .t.t 
象は介入の:fî~に関わらずすべての事散防止項

目のうち 8割位置には憲議付けているとM甚L

た0 "，後1綾6か月までの子どもの発還が野し

い時制には。{番組が事依にi!置してもやむを得

ずIどもの欲求との法ね合いで昨点に現われな
かった可能竹も考えられる なlt:l>.IIJには 介入

酵の古が41故防止虚織は向く なかでも誤飲に
ついて意械が向かった。4か川崎のリストでは

19のうら 6つ (31.6%)が誤飲防止の項目であ

るが高い宜織を河、Lた羽目は大半がこのリス

トに摘織されていた":n欽の事故11，一位に5

か月を過吉ると発'tr判立高〈なるため4かH健
砂時の;雷鳴が記事毎といわれている 1・o ~ド米同じ
JI{ロでも 午後4か11とl歳6か月の時自でI!

Fど也の先遣の怜仰が興なり 傍観的羽匹敵への
心情えや対応も逸ってくると権移したため 介

入やf!:曲調査を行ヲことで事故防止車織あるい

は事依発生血 lこ効換を&1ますのでは ~l 哨‘と>;

えたo:M陣に.議欽の事故防IH.:ついてはリス

トの介入により砂税の章議面に効果がみられ

た.リストの介入は，子どもの発育時期に対応

小比扶擁研究

させながら事佐助止の意雌付けを行いやすい指

導円形態であると考える.

事故防止意疎と水位後'1の関連については

院J鮮とも4'位防止意滋が低いほど事故を琵生し
ている割合が高かった.岡鮮とも事依発令と関

連する事故防止:ll:aのJIlRの絶対散は少なかっ
た。そのなかで 介入鮮は本介入鮮に比ぺ明敏

先生と開通町あった項目が世子~か勺た. また

介入のイjSRに関わらず，車i:1事や餅飲'11般の発生
と間違していた。つまり i リストゃ今阿の事故

防止項目の調査i二より 代史的な嚇般に関わる

が故防止意E般の程度を知ることで'11故覧!1:.リス
クを杷俗しやすくなると与えた.

今fをは， )J~散史生を少しでも予測でき 対象

の宜織を高められるチェック唄nの附遡や 介
入Ii法の検討を今後の出組としたい。また。 4
か月時のリストに接げていた犠散防止壇日が~

かった.介入のfi1/f，に関わらず札旧矧より継

続Lて事故防止が必要な項目が事故先生と間連

Lており 事紋のない安令な生活を送れるよう

母銀側々 何事散防止.ll:1・を彼自に敏銑し問わる

t聖がある。
最桂に!本調査の肌弊として米介入隣につい

ては介入時期金接点とする市般肋l上軍..ゃ事依

の先生状況が去凋企である.そのため.介入町

幼畢として対象の軍必や市依町発作 相官Eの関

違を僻細に評価するには聞界がある.また阿願

的な調査であるため， 事依肋 10置a畿の柑I~ と喫

故量生の岡県聞係が明倫にできなかったがI 間

連伎はみられたため'11紘防止意胤の限度を'11飲
先生リスクとして従え。結集を:11じた.

V，結齢

l チェックリストの介入は，~依発tl'. r-t~に""

しなかった。

2 介入のイl債に関わらず，'Il依防止のための

基本的な意後や転j'tr.et飲の各事故に閉す
る章aは降下していた
3. ::;飲の事故防止.e':IIll チェ γクリストの

介入群で高かった.

4 介入町布無に関わらず '"故防止E織が低
い者に発生した事飲11代哀が:Hな転裕 El飲で
あった.そのため母視の高解散防止度を知り

Ji使6.月での事依リスクを把制するニとが
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可能と会る。

5. >1か円時町チェック，)ストと同様の項目に

おける置議がさ解散の発生と間連Lた割合は高
かった.

樹 8・
剣先にご1.l}Jいただ主ましたN，11の鍵i$対象情iの

怖様に深謝致します.
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